
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態

教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

試験・課題 60%

小テスト 10%

レポート

平常点 30%

その他

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

回

１６回

１７回

１８回

１９回

２０回

２１回

２２回

２３回

２４回

２５回

２６回

２７回

２８回

２９回

３０回

図面以外に必要な記入項目について理解する

単線プランを基にして一式図を時間内に完成させる

製図試験概要を把握し、試験合格に必要なスキルを理解する

平面図の作図ポイントを身に付ける

平面図の作図ポイントを身に付ける

断面図の作図ポイントを身に付ける

断面線、見えがかり線の書き分けができるようにする

立面図の作図ポイントを身に付ける

例題を基に、立面図が指定時間内に完成できるためのポイントを理解する

単線プランを基にして一式図を時間内に完成させる

単線プランを基にして一式図を時間内に完成させる

単線プランを基にして一式図を時間内に完成させる

エスキス課題（１） エスキスの取り組み方について演習を通して学ぶ

作図模擬（４）

エスキス課題（２） エスキスの取り組み方について演習を通して学ぶ

エスキス課題（３） エスキスの取り組み方について演習を通して学ぶ

授業計画（１６回～３０回）

授業内容 各回の到達目標

学内模擬試験 時間内完成の徹底、及び他者の案との比較を行い、自身の到達度を確認する

エスキスの取り組み方について演習を通して学ぶ

総　まとめ

自己答案の復元

エスキス課題（４）

エスキス課題（５）

エスキス課題（６）

外部模擬試験への参加

模擬形式　課題（１）

模擬形式　課題（２）

模擬形式　課題（３）

模擬形式　課題（４）

模擬形式　課題（５）

模擬形式　課題（６）

模擬形式　課題（７）

模擬形式　課題（８）

本試験のエスキスを復元し、自己の完成度を確認するとともに他者の案と比較する

エスキスの取り組み方について演習を通して学ぶ

エスキスの取り組み方について演習を通して学ぶ

外部で開催されている模擬試験を受験し雰囲気・課題レベル・他者の意見などを体感する

本番になぞらえた課題に取り組み、時間内に完成させ、自己チェックをし完成度を高める

本番になぞらえた課題に取り組み、時間内に完成させ、自己チェックをし完成度を高める

本番になぞらえた課題に取り組み、時間内に完成させ、自己チェックをし完成度を高める

本番になぞらえた課題に取り組み、時間内に完成させ、自己チェックをし完成度を高める

本番になぞらえた課題に取り組み、時間内に完成させ、自己チェックをし完成度を高める

本番になぞらえた課題に取り組み、時間内に完成させ、自己チェックをし完成度を高める

本番になぞらえた課題に取り組み、時間内に完成させ、自己チェックをし完成度を高める

本番になぞらえた課題に取り組み、時間内に完成させ、自己チェックをし完成度を高める

今までの課題を比較し、エスキス図を見比べて総復習を行い試験前の総仕上げとする

選択

日本工学院専門学校 2020年度 実務演習１

科目基礎情報

建築学科 前期

300時間

講義・実習

3年次

10単位

取り組む内容に基づき印刷資料、またはpdfデータを配布

担当教員情報

平山　浩樹　他 実務経験の有無・職種 有・建築設計　一級建築士

学習目的

　二級建築士の製図試験対策を通して、制限時間内に提出物を完成させた上で自己チェックができる能力を身に付ける。添削者の

意見を聞き、自身の改善点を洗い出す。また、他者のエスキス図と自身の案を比較することで、良い点、改善すべき点を学び、問

題文読解能力を身に付ける。

到達目標

　学んだ知識を活かして、自主的にトレーニングを行い、レベルを上げる。また、学習の到達度確認を自身で行うことができる能

力を身に付ける。限られた時間で課題をクリアするための問題解決能力を身に付ける。

教育方法等

　製図試験の取組み方法から、時間内に一式図を完成できるまで集中的に取り組む。毎回の授業で製図課題に取り組

み、必ず完成させて教員の添削を受けることで、自己の達成度を当日中に把握する。

　問題文読解、エスキス図完成、一式図完成、自己チェック、という流れを建築士試験と同一時間で行うため、個人に

より完成時間が異なる。早期終了した場合は、教員の個別指導後、他学生の答案や講評を聞くことで更に理解を深める

ことを望む。

備　　考

建築士製図試験対策に基づく課題への取組み、完成度等を評価する

授業内容の理解度を確認するために実施する

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

授業計画（１回～15回）

各回の到達目標

評

価

方

法

授業内容

ガイダンス

平面図の作図（１）

平面図の作図（２）

作図模擬（２）

作図模擬（３）

作図模擬（１）

断面図の作図（１）

断面図の作図（２）

立面図の作図（１）

立面図の作図（２）

面積表、設計主旨等の理解


